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研究成果の概要（和文）：本研究の実践的活動の一つとして、オープンプラン小学校である美浜打瀬小において
教職員を対象に学習空間づくりに関するワークショップを行なった。その結果、空間に対する意識の変化や活動
の幅が広がるという意見が得られた。また、ワークショップ後に行なわれた授業の実践を通して、オープンプラ
ン型の学習環境がその特性を活用した創造的な授業展開の可能性を広げるものであることが改めて確認された。
具体的には、常設できる学習教材のコーナーやヒント、学習への関心を高める展示や掲示など空間的なメリット
であり、そのようなメリットを最大に引き出すためには、学年が１つの学習環境を共有することが重要であるこ
とが特に指摘される。

研究成果の概要（英文）：Workshop on learning space has been done for the teachers of Mihama Utase 
Elementary School (open-plan elementary school).As a result, teachers have found that the method of 
using learning space is diverse.Through the practice of learning, open plan type learning 
environment was confirmed that it is possible to perform teaching of utilizing its characteristics.
In order to realize the maximum benefits of the open-plan, all classrooms in the same grade have to 
share the same learning space.

研究分野：建築計画
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様	
 式	
 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
 

１．研究開始当初の背景	
 

	
 欧米の影響を受けて 1970 年代よりわが国

でもつくられはじめたオープンプランの学校

は、児童・生徒が主体的に学習することを重

視して学級や学年、教科、時間などへの柔軟

な対応を可能とする学習空間を備える学校で

あり、多様な学習環境づくりと教育方法の可

能性を秘めている。日本の公立小中学校に多

目的スペースの整備が導入され約 50 年が経

過した現在、全国のおよそ２割以上の学校が

多目的スペースを有しており、近年では教室

と多目的スペースの間仕切りを工夫した新し

いタイプのオープン型校舎が注目されている。	
 

２．研究の目的	
 

	
 本研究では変動する社会情勢の中で、学校

建築が児童生徒にとって、より一層魅力ある

学びの場となることを目的に、建築計画学・

環境工学・施設計画学・教育学の専門家によ

る“教育と連携した実践的な研究”を行い、

その成果を学校教育の現場に活かすことで、

次世代につながる豊かな学習環境を創出する

ことを目的とする。	
 

３．研究の方法	
 

(1)国内外のオープン型校舎の学習環境に関

する最新データの収集と現状把握：国内およ

び海外の最新事例を調査して、幼稚園、保育

園等含めた子どもが過ごす空間全般を対象に

主として小学校を中心とした学習空間の実態

を幅広く収集する。文献調査より現地視察を

行う事例を選定して、可能な限り現地を訪れ

て視察と関係者へのヒアリングを行う。	
 

(2)オープン型校舎を対象とした調査研究の

実施：具体的にはつぎの５項目である。	
 

①	
 行動観察調査：調査員 10 名程度（１学年

を１〜２名が担当）が児童の登校から下

校時まで学校に滞在して非参与観察調査

（図面に書き込み、写真撮影）を行う。	
 

②	
 教員アンケート調査：担任教員を対象に

アンケート調査を行う。内容は、教室の

印象評価、教室に対する満足や不満足な

点、教室の音・光・温熱環境について、

多目的スペースの利用頻度や授業内容、

利用上のルール、オープン型校舎での着

任年数などである。	
 

③	
 児童生徒アンケート調査：主に中学年以

上の児童生徒に対して、アンケート調査

を行う。内容は、教室の印象評価、教室

に対する満足・不満足、学校内の好きな

場所・嫌いな場所とその理由、学校にあ

ったら良いと思う場所についてなどであ

る。	
 

④	
 教員ヒアリング調査：上記①〜③の結果

をふまえてさらに深く考察・分析を進め

るために、学年毎に１〜２名の教員ヒア

リング調査を行う。特別支援教育実施の

状況や通常学級に在籍する特別な教育的

支援を必要とする児童生徒の状況や課題

などについても聞き取りを行い、現状の

把握と問題点を明らかにして、今後の解

決策を検討する。	
 

⑤	
 音環境・光環境に関する調査：音環境に

ついては、教室内の発生音の終日測定を

行い、測定時の授業活動の様子を把握す

るため、測定対象教室の周辺活動状況を

記録する観察調査を行う。光環境につい

ては、教室内の照度測定、人工照明の使

用状況、昼光利用に関わる教室の使われ

方の調査を行いカーテンの利用状況など

も含めて調査する。	
 

(3)校内研修やワークショップの実施、多様な

教育が活かされる教育の実践：本研究の特色

として教育と連携した学習空間の活用が挙げ

られる。そのためには教育現場の教員らとの

信頼関係を築き環境づくりや授業に一緒に参

画することで、研究で得た知見をより豊かな

学習空間に結び付ける効果が期待される。	
 

４．研究成果	
 

	
 オープン教室を活用するための実践的研究

を行なった。その成果は、次の１）〜５）に

纏められる。	
 

(1)オープン型校舎の学習環境に関する最新

データの収集と現状把握：わが国の新しいオ

ープン型校舎の一つとして挙げられる、立川

市立第一小学校を対象に観察調査を行ない、

家具配置の現状把握、可動間仕切りの使用状

況などを明らかにした。	
 

(2)オープン型小学校の教師と研究者の連携

によるワークショップの実施：教師と研究者

が連携して、学習環境づくりに関するワーク

ショップを行い、教師の学習環境に関わる理

解とスキルを上げることを目指して一定の成

果が得られた。	
 

(3)環境工学視点から見た教室環境の向上：主

として光環境の視点から、昼光利用の促進と

省エネルギーの促進を目指して、環境教育実

践を行なった。	
 

(4)オープン型校舎における、落ち着く居場所

づくりの実践：特別な支援が必要な児童を対

象に、教室付近に落ち着いて過ごす事が出来

る小空間を設置して、学習および生活指導の

場所として活用されることを目指して一定の

成果を得る事ができた。	
 

(5)研究成果を分かりやすく社会に発信す

る：学習環境づくりのガイドブック的な冊子

をまとめて印刷して、広く本研究の成果を社

会に発信した。以下では、主として２）の実

践概要について報告する。	
 

４．１	
 オープンプラン小学校の教師と研究

者の連携による学習環境づくり	
 

(1)対象校と学習環境づくりの概要	
 

	
 千葉市立美浜打瀬小学校（以下 M小と称す）

は、各学年ゾーンが４教室と丸ベンチや遮音



壁兼ベンチを含むワークスペース、教師コー

ナー、学年の児童が集まれる階段状のアッセ

ンブリスペースで学年ハウスを形成している

ことが特徴のオープンプラン小学校であり音

環境設計が行なわれている。M小は 2012 年度

より目指す学校像に「美浜知的遊園地」の創

造を掲げて実践研究に取り組んで来た。代表

者らは学習環境・音環境・建築計画および施

設計画の立場から、そして教育学の専門家の

協力を受けながら、M 小の教師らと一緒に児

童にとって魅力ある学習環境づくり（家具配

置の方法、学習環境の整備、教材づくりや掲

示物の作成など）や授業方法などについて検

討を重ねて実践した。研究および実践の全体

概要は表１に示す通りである。2012 年度は４

月に M 小の職員会議で研究主任より「学びを

充実させる学習環境の工夫」という研究テー

マが提案され、校内研究がスタートした。代

表者らはまず、M 小の学習環境の現状把握を

するため、6～7 月に授業視察と空間の使われ

方調査１および教職員アンケート調査１を行

なった。その結果をふまえて学習環境づくり

の講習会を企画・提案して、夏休み期間中（８

月）の校内研修会でワークショップ（表２、

図１）を行い、その記録（ドキュメンテーシ

ョン：図２）を縦 60×横 170cm の大きさで作

成して校舎入口に掲示した。ワークショップ

の内容は、教育学の専門家や M 小校長および

研究主任らと一緒に検討した。夏休み後（10

月以降）は、実際の授業の環境づくりの支援

や音環境保全の資料作成・提案などの活動を

行った。また、ワークショップの効果を把握

するために授業視察と空間の使われ方調査２

と教職員アンケート調査２を実施、そして 12

月に教員ヒアリング調査３、教職員向けワー

クショップの実施とその後の変化を把握した。	
 

	
 M小の全教職員（41名）を対象に特徴あるM

小の空間を活かした教育の実践に向けて教職

員に空間の使い方に対する意識を持ってもら

うことを目的に、ワークショップを表２の通

り実施した。	
 

	
 午前の部では、設計者や研究者からM小の設

計コンセプトを説明してオープンな教室の音

環境の特徴と使い方のポイントや家具レイア

ウト・インテリアの工夫に関するレクチャー

を行なった。その後、教師らは学年別に分か

れ、学年別教室まわりの図面（縮尺：1/50）

を用意して、自分の担当クラスのワークスペ

ースについて、普段の使用状況を図中に書き

⾲㸯　◊✲ࡧࡼ࠾ᐇ㊶ࡢ඲యᴫせ㸦���� ᖺᗘ㸧

2012 年度 調査および空間づくりの活動内容　　　　　　１（単元）時間＝ 45分
6～ 7月 □授業視察と空間の使われ方調査１（２週間に１回、計４回）
7 月 □教職員アンケート調査１（全教職員、計 41名）
8 月 ■教職員向けワークショップ（表２：全教職員＋建築・教育専門家）

10 ～ 11
月

□授業視察と空間の使われ方調査２（２週間に１回、計４回）
■ワークショップドキュメンテーションの作成（教職員用入口に掲示）
★６年３組図工科授業「ようこそ！白の世界へ」（４時間）
　様々な白の素材を使ってオープンプランの空間を生かしたダイナ
　ミックな白の世界を作り上げる

12 月 ■音環境保全のための資料作成（全学年に掲示・指導）
□教職員アンケート調査２（全教職員、計 35名）
□教員ヒアリング調査（学年主任＋研究・教務主任、計９名）
□音環境保全資料に関するアンケート調査（全クラス担任教師）
★２年生（全クラス）の個別学習（１２時間）
　算数「三角形と四角形」の学習

１～２月 ★５年生（全クラス）のチョイス de 学習（２２時間）
　算数「面積」と理科「電流が生み出す力」のコース選択

3 月 ■研究報告と意見交換（全教職員＋建築・教育専門家）
□現状の把握、■学習環境づくりの提案、★オープンプラン教室を活用した授業の提案・実施
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知的好奇心を刺激する学習環境づくりのすすめ　2012.8.24
ワークショップに参加して、学校建築の魅力と可能性を発見し、特徴的機能
を生かしたり、空間について考えたり子どもが学びたくてワクワクするよう
な環境づくりに挑戦しよう
［午前の部　9:00 ～ 11:30］
１．スケジュールの確認（くらしのたしかめ）
２．美浜打瀬小学校の建物の魅力を探ってみよう

設計コンセプトと校舎デザインについて（シーラカンス・赤松佳珠子）
３．心地よい、やる気がでる、集中できる空間づくりについて考えよう

音環境の視点から（明治大学・上野佳奈子）
家具レイアウト・インテリアの視点から（千葉工業大学・橋本都子）

４．アクティビティ１：ワークスペース改造計画～図面を使って考えよう
子どもたちのお気に入りのコーナーをつくる／棚や机の配置を見直す／
収納スペースを整理・確保する／掲示や展示のための場所を増やす

［午後の部　13:00 ～ 16:00］
５．学習環境づくりに挑戦しよう（コーディネーター・佐野亮子）
子どもが学習するのは机上だけじゃない、校内すべてを学びの場にしよう、
場を見つけ、場を整え、メッセージを掲示・展示する

６．アクティビティ２：夏休み明けに子どもたちがあっと驚くコーナーを
　　つくろう
７．ふりかえり（ビフォア・アフターで成果を実感する）

ᅗ㸯　ᩍ⫋ဨ࣮࣡ࡢࣉࢵࣙࢩࢡᵝᏊ
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込みながら把握してもらった（図１①）。さ

らに、これからの授業や学びに活かせるコー

ナーの配置、収納方法や掲示方法を考えるた

め、図面と家具の模型を利用しながらワーク

スペースの改造計画について話し合った（図

１②）。午後の部では、教育学の専門家より

学習環境の事例写真や他校の掲示物の紹介と

解説を行なった後、各学年の単元内容に合わ

せたワークスペースを飾るコーナーや季節の

掲示などの作業を行なった（図１③）。最後

に制作したコーナーの掲示などについて、学

年毎に発表を行い（図１④）学年それぞれの

進度やコーナーのイメージについて教師どう

しで情報共有する場とした。	
 

(2)ワークショップ後の変化	
 

	
 教職員向けワークショップを契機に、M 小

の様々な場所に季節毎の掲示や学習教材に関

する展示が増えて、校内の各所に学習環境づ

くりやコーナーづくりが充実した（図１⑤,

⑥）。授業視察と空間の使われ方調査１（6

～7 月）と同調査２（10～11 月）の結果を比

較して特徴的にみられた具体的な変化として

は、６月に児童の荷物が置かれていた教室後

ろのベンチ兼遮音壁が 10 月になると学習の

場へと変化したことや（図３）、どの学年も

学習指導の掲示が充実して児童が立ち止まっ

て眺める様子が観察されたことなどがあげら

れる（図４）。また、校舎入口（職員室横）

に掲示したワークショップのドキュメンテー

ション（図２）は、当日の活動を振り返ると

ともに、来校者や保護者などに M 小の校内研

究活動の内容を伝える役目も果たす効果があ

ったという M小校長からの意見も得られた。	
 

(3)教職員アンケート調査および教師ヒアリ

ング調査の結果	
 

	
 質の高い学習空間をつくる上で、実際に空

間を利用している教職員が感じていることを

把握するために、M 小の全教職員を対象に７

月にアンケート調査１を実施した（回答数 41

名、回収率 100％）。ワークショップ後の教

教室が暑い

教室が明るい

教室が広い

隣の音が静か

教室がオープンでよい

教室付近を通る人が気にならない

教室がすっきりした感じ

12月（n=35）

どちらでもない
どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思う

そう思う そう思う
５　 ４　 ３      ２     １

※

寒い

暗い

狭い

うるさい

閉じていた方がよい

気になる

ごちゃごちゃした感じ

※有意差あり
　P＜ 0.05

７月（n=41）

※
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ヒアリング回答の要約 低学年 中学年 高学年 ７年生

空
間

丸コーナーや水場など空間に合わせた
掲示がつくられた ○ ○

学年で使うものを置いたりするように
なった ○ ○

家具を移動して活動に合わせた空間構
成を行っている ◎ ○

異学年交流（縦割り）のためのつなが
りを考えている ○

○＝１人の教員が回答　◎＝複数人の教員が回答（２人～３人）

⾲㸱　ᩍ⫋ဨࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝ㸯ྠࡧࡼ࠾ㄪᰝ㸰ࡢ㉁ၥ㡯┠

①担当の学年・クラス、人数、職名、経歴※、性別※、赴任歴※

②オープン型の教室についてどのように感じているか ５段階評価
③※この学校で（つぎの選択肢のうち）あった方が良いもの 複数選択型
④※この学校の校舎全体に関して感じている事 自由記述

⑤学級担任として使っている教室の音環境について ５段階評価
複数選択

⑥※授業時に教室の机配置などで工夫していること 自由記述式

⑦※教室やワークスペースの利用や運営において困っていること 自由記述式

⑧※ワークスペースを利用して今後取り組みたい授業内容 自由記述式

⑨※※８月 24日に行われたワークショップでのことについて ５段階評価

⑩※※ワークショップで印象に残っていることやドキュメンテー
ション（職員室横掲示）を受けて感じていること 自由記述式

　※ アンケート調査１（7月）のみに記載した項目
※※ アンケート調査２（12月）のみに記載した項目
無印 調査１（7月）と調査２（12月）の両方に記載した項目

ヒアリング回答の要約 低学年中学年高学年 ７年生

意
識

工夫をすれば色々飾りができると分かった ○
コーナーを作ることで子どもの興味関心が高
まることが分かった ○ ◎
ワークスペースを有効に使いたい、家具の配
置など時と場合によって動かすことが大事 ○

他クラスの内容にも興味を持つようになった ○ ○
環境づくりの大切さや、人に与える影響の大
きさを知った ○ ○

活
動

見てもらいたいものの前には物を置かないよ
うになった ○
学年で話し合って空間づくりを行うように
なった ○

○１人の教員が回答、◎複数の教員が回答

⾲㸳　࣮࣡ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ㏻࡚ࡋ✵㛫࡟ᑐࡿࡍព㆑ࡣኚ࠿ࡓࡗࢃ

○１人の教師が回答、◎複数の教師が回答

ヒアリング回答の要約 低学年 中学年 高学年 ７年生

活
動

WSの形を生かした（学年で利用、発表
やグループ活動）活動を行っている ◎ ○ ○

家具を使って作業場やコーナー、死角
となる空間をつくる ○ ○

掲示を相談して作るようになった ○

意
識

子どもが掲示に興味を持つようになっ
た ○

整理整頓がされて、空間整備の意識が
高まった ○

○＝１人の教員が回答　◎＝複数人の教員が回答（２人～３人）

⾲㸲　࣮࣡ࡢࢫ࣮࣌ࢫࢡ౑࠸᪉ࡢኚ໬࠿ࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡸ

○１人の教師が回答、◎複数の教師が回答

○１人の教師が回答、◎複数の教師が回答

担任無

担任無

 担任無

	
 
	
 

職員の環境に対する意識の変化などを把握す

るために 12 月に教職員アンケート２を実施

した（回答数 35 名、回収率 85％）。さらに

各学年の学年主任と研究主任（９名）を対象

に教師ヒアリング調査を行いアンケート質問

項目について更に詳しく聞き取りを行なった。

アンケート調査の質問項目を表３に、教師ヒ

アリング調査の結果概要を表４、５、６に示

す。	
 

①教室の環境評価に関する変化	
 

	
 教室環境に対するアンケート調査（表３②）

の結果を比較したものが図５である。「教室
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が暑い─寒い」「教室が広い─狭い」に有意

差があり７月に比べて12月の方が「教室が寒

い」「教室が広い」と評価されている。「教

室が寒い」は実施時期によるもの、「教室が

広い」の評価はワークショップを行なった結

果、教室まわりの家具配置等が工夫・整理さ

れたことによるものと推測される。教師ヒア

リング調査の結果からも「整理整頓がされて

空間整備の意識が高まった」「家具を使って

作業場やコーナーをつくるようになった」な

どの回答があり（表４）、教室やワークスペ

ースが整備された結果「教室が広い」と感じ

るようになったものと考えられる。	
 

②学習空間の使われ方に関する変化	
 

	
 教師ヒアリング調査から、ワークショップ

を通して空間に対する意識の変化や活動の幅

が広がったという回答が全ての教師から得ら

れた。具体的には「コーナーを作ることで子

どもの興味関心が高まる」（3/9 人）、「他

クラスの授業内容にも興味を持つようになっ

た」（2/9 人）などの意識の変化がみられた

（表５）。教師の中で周囲の環境を観察して

ワークスペースなどの環境づくりに活かすと

いう意識が生まれていることが分かる。学習

空間の使われ方について、ワークショップの

効果は大きく、教職員や研究者らが一緒に作

業したことで、今まで気付かなかった掲示方

法などに気づき M 小の空間的な特性を理解し

たことが教師の刺激になったものと考えられ

る。また、「新しく始めた空間構成」に関す

る教師ヒアリング結果（表６）では「家具を

移動して活動に合わせた空間構成を行なって

いる」（4/9 人）とあり、授業内容や活動に

合わせて最適な空間づくりを行なう意識を持

ちはじめていることが分かった。また、８月

のワークショップに関する評価（表３⑨）は、

教職員 31 名のうち 27 名が「新しい発見があ

った」、28 名が「良い変化があった」と回答

して、概ね良い評価が得られた。	
 

(4)まとめ	
 

	
 オープンプラン小学校である M 小において

教職員を対象に学習空間づくりに関するワー

クショップを行なうことで、空間に対する意

識の変化や活動の幅が広がるという意見が得

られた。また、ワークショップ後に行なわれ

た授業の実践を通して、オープンプラン型の

学習環境がその特性を活用した創造的な授業

展開の可能性を広げるものであることが改め

て確認された。具体的には、常設できる学習

教材のコーナーやヒント、学習への関心を高

める展示や掲示など空間的なメリットであり、

そのようなメリットを最大に引き出すために

は、学年が１つの学習環境を共有することが

重要であることが特に指摘される。さらに、

本研究の成果と授業実践の概要をまとめて

「オープンプラン小学校の学習環境づくり」

として冊子（2012〜2013 年度版、2016 年度版

の２冊）にまとめて、広くその成果を社会に

発信した。	
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